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統計から社会の実情を読み取

第138回 新型コロナ感染症とそれにともなう日本人の生活変化
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■東京大学農学部農業経済学科卒。助国民経済研究協会常務理事研究部長を経て、現

職。元立教大学兼任講師。農業、地域、産業、開発援助などの調査研究に従事。現在は、
「社会実情データ図録Jサ イト (httpツ/―v2■cn nejp/honka、va/)を主宰するかたわ

ら地域 企業調査等を行う。著書に、『統計データはおもしろい !』 (技術評論社、2010

年)、 『統計データが語る日本人の大きな誤解』(日 本経済新聞出版社、2013年 )、 『なぜ、

男子は突然、草食化したのか:統計データが解き明かす日本の変化』(同上、2019年 )等。
PRESIDENT Onllleに て連載を執筆中。

後次の波ほど感染者数や死亡者数が数

的に拡大する傾向

過去 2年半以上にわたり猛威を振るってきた

新型コロナ感染症に関しては、現在、感染拡大

の第 8波が再び大きくなるのではないかと懸念

されている。

新型コロナ感染症についてはなかなか終息に

至らず、常に新しい動きが生じるのでなかなか

関連する統計データを紹介できなかったが、最

近は 5年おきの主要統計でも影響が分析できる

ようになったので、2023年 の正月となったこ

の段階で基本的なデータを整理 しておきたい。

まず、最も基本的な指標である新規感染者数

と死亡者数の推移をたどってみよう。

図 1に は、業務上の理由から行政からの計数

の発表が月曜日には少なくなるというような週

変動を円滑化するため、過去 1週間の平均で日

ごとの推移を掲げた。

新規感染者数では数的規模がだんだんと大き

くなったので同一のスケールでは最初の方の波

が小さくなってしまい視認 しにくいが、感染死

亡者の方は、それほど大きな数的規模の変化が

ないので、第 1波から第 8波までの流行の起伏

が明ら力■こ認められる。

この図については以下のような点が目立って

いる。

・数的規模は新規感染者数も死亡者数もおお

むね後次の波ほど大きくなってきた (世界

的には日本の第 6波にあたる波より後は大

きく縮小する傾向であるのと対照的)。

。ピーク時の波の高さはだんだんと新規感染

者数の方が死亡者数を上回るようになって

来ている。すなわち死亡率の低下傾向が認

められる。

・感染拡大は定期的に繰 り返 してきたが、イ

ンターバルに目立った法則性は見当たら

ず、寒暖などによる季節変化も認めにくい。

・死亡者数のピークは新規感染者数のピーク

からやや遅れて訪れる。これは感染者が死

亡する場合、感染直後ではなく一定の治療

期間後だということに基づいている。
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図 1 新型コロナ感染症の新規感染者数と死亡者数の推移 (過去 1週間の平均)

注)2022年 12月 4日 まで。

資料 )札幌医科大学

感染不安度はだんだんと低下する傾向
さて、こうした感染拡大の数次の波と対応 し

て国民の意識はどう変化 して来たのであろう

か。意識の変化を最 も基本的な感染不安度で

辿ってみることにする。

実は、この間、継続的、定期的に国民の感染

不安度を調べている調査はほとんどない。

報道機関は毎月行っている内閣支持率に合わ

せて感染不安度を継続的に調査していてもよさ

そうなものなのだが、残念ながらそうしたデー

タは存在しない。NHKの 「政治意識月例調査J

が内閣支持率とともに 2020年の 2月 から2021

年の 9月 までは毎月、同じきき方で感染不安度

を調べていたが、残念ながらその後は設問から

消えてしまった。

そこで、今回は、インテージという民間の調

査会社が最近まで糸区続的に、毎週あるいは隔週

ごとに行っているインターネット調査の「コロ

ナ禍における生活者マインド・トレンドデータ」

における感染不安度の結果を使用した。
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図 2に は、インテージ調査における感染不安

度の推移と図 1と 同じソースの新規感染者数を

同時に示 した。

これで見ると、まず、感染不安度と感染者数

の波のタイミングがかなリー致していることが

分かる。各波で両者のピークは時期的にほぼ一

致している。

新規感染者数については波ごとの数的規模の

違いが大きいので対数日盛で表示 した。対数日

盛で見ると感染者数の拡大・縮小の波動が図 1

と比較 してずっと明瞭になる点が印象的であ

る。

次に、感染者数は幾何級数的に増加傾向にあ

るのに対 して、感染不安度はそれとは対照的に

低下傾向にあることが明らかである。

ピーク時の感染不安度の値 をグラフに記 した

が、第 2波 と第 3波の値が同じなのを除 くと、

各波の ピークは第 1波の 836%か ら第 7波の

67.4%へ と下がり続けているのである。

こうした動きは、当初、得体の知れない新型
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図 2 感染者数と感染不安度の推移

ヨコ軸の 目盛の位置 は各 月 23日 。「感染が不安Jは 「やや不安Jを 含 む害」合。不安度調査の頻度 は 2021年 2月 まで

は毎週 、それ以降 は 2週間 ごと。感染者数データは図 1と 同 じ資料 によっているが、感染不安度の集計頻度に対応 し

た週平均値 を算出 している。

「インテージ知るギャラリー」2022年 12月 6日 公開記事

の感染症であるため、影響が推 し浪1り にくく、

感染者数自体は数的にそれほどでなかったにも

かかわらず、感染不安度は非常に大きかったの

であるが、感染の拡大・縮小を繰り返すうちに、

どの程度の悪影響が生じるのかの見通しが得ら

れるようになって感染不安度はだんだんと落ち

着いて来たためと考えられよう。それとともに、

図 1で も推測されたように感染死亡率が、ウイ

ルスの弱毒化、医療対応の改善、ワクチン接種

の普及、集団免疫などの総合効果により、だん

だんと低下 してきたことが不安度の低 下をさら

に促進したと言えよう。

コロナ禍で増えた睡眠 0家事・インター

ネットの時間

こうした新型コロナウイルスの感染拡大にと

もなう日本人の生活変化については、経済面、

家計面、雇用面、レジャー面など社会全1受 にわ

たっているが、ここでは、そうした影響を総括

的に示すものとして、国民の生活時間の変化を

取り上げることにする.

実は、5年毎に行われている総務省統計局の

社会生活基本調査が 2021年 に行われ、その結

果が最近、公表 されたため、コロナ前である 5

年前の 2016年 と比較することにより新型コロ

ナの影響を推 し汲1る ことが可能となったのであ

る。

図 3では、日本人の生活時間の時系列的な変

化を男女有業者ベースで追っている。学生 。無

業者 を含んだ国民全体ベースで変化を追 うと、

有業率 (労働力率)の変化や年齢構成の変化に

よる生活時間の変化の要素が含まれてしまう。

例えば高齢化が進めば、働いていない高齢者の

割合が増 え、仕事時間は国民平均で減少する。

また、女性について有業率 (労働力率)力 上`昇

すれば、それだけで仕事時間が国民平均で増加
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図 3 生活時間配分の変化 (1976年～ 2021 年 )
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平日、土日を含んだ週平均の時間。区分については独自にまとめた項目もある。
総務省統計局「社会生活基本調査」

する。有業者ベースで変化を追えば、こうした

要素を除去 して、変化の内容を評価することが

できるのである。

新型コロナの影響は、これまでの時系列的な

傾向に大きく反する動 きとしてとらえることが

可能である。従 って、図 4に は、2016年 まで

の傾向的な変化を回帰直線の傾 きによる 5年換

算の変化幅を棒グラフで示 し、2016～ 21年の

変化幅を ドットで示 して対比 させた。

日本人の生活時間に及ぼした新型コロナ感染

症の影響について、図 3と 図 4か ら読み取るこ

とができる特徴は以下のようにまとめられよう。
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第 1に 、大きく増加した生活時間として「睡

眠Jが 目立っているc2016年 までの大きな傾

向としては、寝る間も惜しんで遊び歩くという

方向だった。睡眠と仕事の時間が両方とも減り、

自由時間が増えていることからそう言えるので

あるが、これが完全に逆転 した。

新型コロナ感染症への予防対策として外出が

控えられ、またリモー トヮークの普及にともな

い仕事や通勤の時間が減少したことで時間の余

裕が生まれ、その結果、睡眠不足が解消 したと

いうのが実態であろう。

第 2に 、スマホに割く時間が含まれると考え
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項目の並びは棒グラフで示した過去 40年 間の増減 (/」 数ヽ点 1桁値)の大きさ順。磯は直近 2016～ 21年 の増減 (整数値)。

図4 生活時間の増減についての 2016年までの過去 40年間と最近 5年間の比較

注)平 日、土日を含んだ週平均の時間。過去 40年間 (1978～ 2016年)は回帰直線の傾きによる増減 (5年 換算)。

資料)総務省統計局「社会生活基本調査」

られる「休養・くつろぎ」が「睡眠Jと ならん

で大きく増加している。これは「交際・付き合

いJが減少 している点と補い合 う現象であり、

IT化 を通 じてだんだんと進んできた人と人と

のリアル交際からバーチャル交際へのシフトが

コロナ禍でさらに加速したものと考えられる。

第 3に 、在宅時間の増加により「家事J(育

児、介護を含む)が男女ともに前期以上に増加

した。もともと必要性が高かった生活行動が可

能になったという側面が考えられよう。

第 4に 、在宅時間の増加にもかかわらず「テ

レビ・ラジオ・新聞・雑誌Jに費やす時間の大

幅減が前期から続いている。若い世代を中心に

インターネット、スマホによる代替が進行して

いる影響である。

第 5に、食事時間はほぼ横ばいのままであり

コロナ禍の影響がなかったかのようである。在

宅の食事が増え、外食が減って両者が相殺され

た結果であろう。

第 6に、おしゃれの要素が大きい身の回りの

用事の変化については、女性は外出減、マスク

着用などで増加傾向が大幅縮小となったが、男

性はむしろ増加幅が大きくなった。これについ

て別途年齢別に調べると若年層の変化であリコ

ロナとは無関係の美容男子増の影響と見られる。

ポス トコロナでまたもとの生活パターンに戻

るのか、それとも今後もリモー トワークを含め

コロナ時代の生活パターンが定着するのか、5

年後の次期調査の結果が興味津々であるゆえん

である。
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